
ところざわ倶楽部                                野老澤の歴史をたのしむ会  

活動報告「武蔵野三十三観音札所巡り 第 7 回」 

                                                      記 小川 雅愛 

 

活動日  令和 8（2026）年 3月 5日（木）8：30～12：30 

札 所  入間市加治丘陵 3寺院―第 19番札所～21番札所  

参加者  23名 

行 程  9；15入間市駅バス乗車～新久東バス下車～龍圓寺～東光寺～窯跡公園～高正寺～ 

      12：30仏子駅前解散 

 

 前回の入間市駅近くの蓮花院に続き、今回の札所巡りは入間市の加治丘陵東端の峠を挟んで

佇む３つの寺院とした。 快晴に恵まれたものの肌をさす北西の冷たい風をうけつつ、中神行バス

新久東バス停をおりたところから元気にスタートした。バス停からわずかに登り、道路を峠方向に

進むとすぐに龍圓寺に着いた。 

 

■20番寺 龍園寺 真言宗智山派 智山派は全国で約 3000寺 

 地元の人には親しみを込めて「新久観音」と呼ばれ、近くにある八坂神社とは江戸時代の神仏

習合を今に伝える共同・同一時期開催の例大祭・天王祭などでにぎわっている。境内からは入間

の茶の中心地である加治丘陵南西に広がる茶畑が眺められ壮観である。寺の近辺もかつては茶

所でそれを象徴する大きな「北狭山茶場碑」が境内に立っている。 鎌倉時代を創建とする本堂、

行基菩薩の作と伝える千手観音が観音堂にあるが拝観できない。この観音堂は所沢糀谷より移

築されたと「幻の武州八十八観音札所巡り 75 番寺の縁起」に書かれているが、再建されたので

往時の姿ではない。裏手の斜面一杯に墓地がひろがり、参加者は思い思いに墓地の一番上まで

散策していた。そこを越えると谷地状の谷が広がっている。                         

 

 龍圓寺 本堂                      龍園寺境内 観音堂                                                                              

 



■19番寺 東光寺   真言宗豊山派  札所観音は聖観音 

 龍圓寺とはすぐ近く。室町時代 1500 年頃中興され、江戸時代は旗本の五味備前守の菩提寺

であった。五味氏は元武田氏の旧臣で徳川家に仕えた。京都の町奉行や郡代を勤め、ここ小谷

田村の領主であった。家臣 43 名がその遺徳をしのんで名入りで奉納した「梵鐘」が指定文化財

となっている。 観音堂前には樹齢 300 年、根回り３ｍ、高さ１２ｍの葉の裏に文字が書けて葉書

の語源になったという「多羅葉の大木」の葉に関心が集まっていた。 

 ここ加治丘陵一帯で産出する良質の砂鉄を基に古くから製鉄を生業としていた金子氏は所沢

の山口氏と同じく、武蔵七党の村山党の豪族。保元・平治の乱、頼朝の挙兵の時代に数々の武功

をたて活躍した金子十郎家忠と近範兄弟が特にここ加治丘陵と関わりが深く、居館は丘陵の西

端にあった。東光寺のあとは一時休息のため、東金子公民館に立ち寄り、お世話になった。 

 次は崖を利用した奈良時代の窯の跡を見学するため街道から横道に入り、谷地の近くの公園に

立ち寄る。久米川古戦場跡と似たように設けられた公園、イメージを膨らませる場所である。 

 

     東光寺 本堂                 公園下の斜面、窯があったとされる場所 

■新久窯跡公園 

 9 世紀中頃、武蔵国分寺建立のための瓦を大規模に製造していた東金子窯跡群数か所のうち

の一つで発掘調査済みを見学する。埋め戻されているが斜面に沿って 2 種の瓦財を段組みで火

入れした窯の挿絵を見て想像する。加治丘陵から瓦製造に適した陶土が得られたらしい。 

その後峠越えの道をしばらく登るとあとは長い丘陵のスロープになる。武蔵野音大の校舎を左に

見て仏子駅付近まで降りていく。降りきったところで左の小径をたどり高正寺を訪ねる。 

              

■21番寺 高正寺  曹洞宗  札所観音は聖観音 

 先月下見でお世話になったご住職に参加者分の縁起パンフをいただく。鎌倉時代に創建された

古刹である。仏子地区は当時から金子一族の領地であり、金子十郎家忠の弟近範によって開創

された。その当時は密教の真言宗であったが木蓮寺・瑞泉院二世僧侶により禅宗の曹洞宗に改

宗され、同時に音大付近にあった堂宇をこの地に移したとされる。境内に入ると六地蔵と七観音

のある参道と山門があり、その先に四本柱の鐘楼門がある。正面の本堂は改修されて立派になっ



ているが一部は改修中。屋根は葺き替えの際鬼瓦を変えたとの事で、本堂前に置かれた以前の 

鬼瓦は想像以上に大きかった。 本堂の左には 5基の板碑が建ててある。最大のものは 207ｃｍ

の大きさがあり、文字が欠けて時代がわからないところ、入間市博物館の研究と他県の金子姓の

方の資料がきっかけで判読され、入間市内で最古の板碑であることがわかったという。いずれも

本物の板碑ですべて金子一族に由来するものと考えられている。以上、峠越えのウオーキングは

体力的に心配したが意外に楽に札所巡りができた。諸事情により仏子駅一斉解散とならなかった。

昼食は自由であったが多くの方は近くの「バーミヤン」で済ませ、三々五々帰路に就いた。次回は

金子氏と同じ武蔵七党で入間川北に拠点を持つ豪族で、祖先は鋳銭司として和同開珎の鋳造職

のルーツをもつという加治氏ゆかりの板碑と絵馬の札所 円照寺から続けたい。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     高正寺  鐘楼門下 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                 高正寺境内 ご住職の案内をうける。 


